大型クレータの東西／南北異方性について
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（愛知県　春日井市）

１．はじめに
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直径が数十-kmを超える大型のクレータは内壁に段丘を持ち、中央丘がみられることが多い。また周辺には放

射状に噴出物が堆積している。そ

れらの多くで、特に日の出直後や

日没直前のように太陽高度が低く、

輪郭が明瞭に見える時期には、筆

者は次のような印象を受けてきた。

①　段丘のある内壁は円周方向に

  連なるが、その南北では、東西

  に比し岩塊の破壊が著しい。

②　周辺噴出物の放射状のヒダは

  東西方向より南北方向に顕著に

　見られる。

つまり、東西／南北で異方性が感

じられる。（写真１）

例えばルークルの「ATLAS of THE 

MOON」の月面図表現などを見ても、そのような傾向が感じられるが、それは
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実際の見え方を忠実に再現した結果

なのかもしれない。

また1960年代に作られたLACシリ

ーズ地形図の等高線をみても、例え

ば図１のように、東西周壁の山列は

南北方向に連なっているのに比べ、

南北の山列は分断されているように

描かれている。これも地上からの望

遠鏡観察に基づき作成された結果か

もしれない。

このような傾向は、クレータの実際

の形状を表しているのか、単に光の当り方にって人の目にはそのように見えるだけなのか、長い間疑問に思ってきた。
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凹面鏡の検査方法であるフーコーテストは、球面を基準とし、凹凸をナイフエッジの進んでいく方向から光を当てた時にでき

る影として見せる手法である。鏡面は縦・横方向

に等方であるにも拘わらず、影形状はナイフエッ

ジ進行方向に依存して異方性がある。（写真２）

本稿では以降、光の当り方によって人がそのよう

に感じてしまうことを「光のマジック」と呼ぶこ

とにする。

クレータの東西／南北異方性が、単なる光の

マジックによるものなのか、実際に異方性があるのか、あるとすれば原因は何か。実際に異方性がある場合、原因としては

　ａ）月面地表温度の繰返し変化が、クレータの東西と南北では条件が違う。

　ｂ）地球の潮汐力がクレータを南北より東西方向に撓ませる方が大きい。

のようなことが考えられるが、数値的には未評価である。

ｂ）については、太古の時代、地球と月が非常に接近していて、大きな潮汐力を受け、出来たグリッドシステムに沿って、超大型クレータの多角形傾向ができたとする諸説もある(参考文献４)。地球と月の間の距離が小さかったということは熱的影響も大きかったはずで、若い月にとってすぐそばの大きな熱源である地球の存在は、近年周回衛星探査で明らかになっている月面の表側・裏側の二分性を説明できるのかもしれない。

今回、光のマジック説を補強する２つの事実を確認したので、報告する。

２．模型を使った光のマジック発生の確認

異方性のない模型を作りこれに一方向から光を当て、また異なる方向から光を当てて観察する。月面で観察されるような異方性が感じられるかどうかで確認する。

模型は、粘土を使って可能な限り等方に作った。特定のクレータを具体的に模したのではなく、筆者の頭の中にあるイメージで作ったが、コペルニクスやラングレヌスなどの印象を反映する結果になっていると思う。模型を作る上で、水平方向に比し垂直方向が約２倍に強調されてしまった感はあるが、今回の目的には問題はないと判断している。

その他、模型を作る上で留意した点は、

　ｃ）周囲の噴出物は、直径の0.3倍程度の範囲は同心円上の盛り上がりと

　　し、それより遠方は放射状に広がるように作った。

　ｄ）周壁は完全な円形でなく多角形状の３段とし、最内輪は多少途切れる

[image: image4.jpg]


　　傾向にした。

その結果、月面ク

レータを見る際に

感じる程度の「光

のマジック」現象

は起こると判断し

た。（写真３）

３．極域クレータ

の見え方の調査
現在の私たちは月

周回衛星の写真に
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よって、極域にあるクレータも真上から見た形状を知ることができる。筆者が利用できるこの種の資料として「The Clementine Atlas of the Moon」が

ある。本Atlasの写真Plateは、い

ずれの地域も太陽高度が最も高い時

の写真をモザイクし作成されている。

北極付近では、南の方からの極めて

低い角度の太陽光を受けていること

になり、低緯度地方の日の出直前の

東と南が入れ替わった状態である。

例えばPlate 1のPLASKETT・LOVE

-LACEなどで、同3のANAXAGORAS・

PHILOLAUSで経線と緯線（東西と南

北）を入れ替えたような光のマジッ

ク傾向が認められることが判った。

（写真４）

４．まとめ

　Ⅰ　筆者には、太陽高度が低いときに、大型クレータの南北方向と東西方

　　向で、異方性が感じられる。

　Ⅱ　光を当てる実験では、異方性のない模型でも異方性があるように感じ

　　られ、光のマジックにより発生する可能性を示した。

　Ⅲ　南北方向から光の当たる極域クレータでは、東西から光の当たる低・

　　中緯度のクレータで感じるものとは、南北と東西が入れ替わったような
　　異方性が発生している。

２つの結果からは「光のマジック」説が補強された。

Ⅲに関しては、光の当たり方同様、熱的影響の方向も変わる考えられ、実際地形異方性説も充分に否定できてはいない。が、温度差は極域では少ないはずで、どちらかといえば「光のマジック」説寄りの結果と思われる。

また、潮汐力の影響は地球－月を結ぶ線に対して対象に見られると仮定すれば、可能性は低い。むしろ地球との距離が近い太古の時代、公転周期と自転周期が一致する過程で、月地殻の内部に出来上がった割れ目の方向性によるという観点が必要かもしれない。

私の知識・経験の範囲で課題を提起し、考察してきた。皆様のご意見を賜りたい。また今後は、熱的あるいは潮汐力による影響などの数値的解析が必要と思っているが、この分野の得意な方のご助力をいただければ幸いです。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
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写真　１　コペルニクス付近（筆者）
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図１　LAC58の一部。コペルニクス


　　　付近の等高線は筆者が強調
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写真２　フーコーテスト
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写真３　模型に右から光を当てる。模型を回転さ


　　　せて上下(南北)方向の見え方を比較した





写真４　The Clementine Atlas of


the moonのPlate ３（左が北極）


クレータ名は筆者が追記
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